
武雄市文化施設のあり方検討委員会の目的と進め方

〇検討委員会設置に至った経緯
年 度 項 目

令和2年度 令和2年8月策定の公共施設等個別施設計画で、「大ホールは耐震補助工事を
はじめとして長寿命化に必要な改修を行っていく」と明記

令和3年度 「大ホールについては、機能維持程度の改修、新文化施設については建替え」
と整備方針を決定

令和4年度 令和5年3月にエリア全体の整備に係る基本計画の策定を行い、
総事業費を55億円程度と想定

令和6年度

市議会福祉文教常任委員会において、大ホールの整備方針について
見直すべきではないかと意見が出される

令和6年11月に概算工事費を算出し、総事業費が69.3億円に増額の見込み
となる（大ホールは20.9億円⇒29.3億円）

令和6年12月議会一般質問において、大ホールの整備方針について、
一旦立ち止まり、市民や有識者の意見を改めて聞き検討する旨を表明

①検討委員会の設置の目的

武雄市文化会館大ホールを含めた市内文化施設のあり方と今後の文化振興について、

将来を見据えた協議、検討を行う。



〇検討委員会設置に至った経緯
年  月 項   目

令和7年1月
武雄市個別施設計画市民会議（区長会、文化会館運営審議会、
連合会PTA、地域婦人会、商工会議所他）を開催し、意見聴取

令和7年1月22日～2月14日
関係団体意見聴取（文化団体、サークル団体、
文化会館運営審議会、校長会  他）、一般市民意見聴取の実施

令和7年2月
市議会福祉文教常任委員会より意見書の提出
アセットマネジメント検討委員会の実施

令和7年3月
行政改革推進本部会議にて整備方針案を「廃止・解体」とし、
他施設の機能強化を図ると決定

令和7年4月 市議会福祉文教常任委員会への報告・協議

令和7年5月14日～6月12日 方針案の発表及びパブリックコメントの実施

令和7年9月 パブリックコメントに寄せられたご意見の公表

令和7年9月～11月 関係団体との意見交換の実施

令和7年11月 市議会福祉文教常任委員会への報告・協議

令和8年2月 市議会福祉文教常任委員会への報告・協議

令和8年3月～ 文化施設のあり方検討委員会開催
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②委員会及び方針決定のスケジュール

時 期 項 目 内 容

令和8年3月 第１回検討委員会開催 ・検討委員会の目的と進め方
・文化のまちづくり構想と新文化交流エリア整備
・大ホールの現状

令和8年
5月～6月

第２回検討委員会開催 ・文化施設・文化活動の現状と課題（事例を踏まえて）
・座談会の内容検討（どのような意見聴取を行うか）

令和8年
7月～8月

座談会開催 市民意見の聴取（中学校区単位で5回）

令和8年
10月～11月

第３回検討委員会開催 ・座談会を受けての検討
・ホール機能のあり方・文化振興の検討

令和9年1月 第４回検討委員会開催 ・これまでの意見のとりまとめについて（報告書）

令和9年
1月～2月

報告書提出 検討委員会から教育長へ報告書を提出

令和9年 個別施設計画市民会議の開催 個別施設計画改訂案を諮る

2月～3月 庁内協議実施

令和9年3月 方針決定・議会への報告
・公表

・ホール機能のあり方について⇒個別施設計画の改訂
・文化振興について⇒今後の施策に反映
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